
CMECD：Center for Medical Education and Career Development
　平成20年4月、「新医師確保総合対策」に伴う医学部入学定員増に対応するため、「医療人育成・支援センター」が
設置されました。卒前医学教育と卒後臨床研修を一貫したものとするため、医学教育部門と臨床医学教育研修部門が設け
られ、相互がしっかり連携することにより、医学生・臨床研修医・若手医療人・大学教員・研修指導医をサポートする
種々の活動が行われています。更に、東日本大震災後、「災害医療総合学習センター」が設置され、災害医療・放射線被
ばく医療に係る教育・研修体制の充実と人材育成、避難住民を対象とした健康相談や災害医療セミナー開催などの取組が
行われています。また、平成26年4月には「看護学教育研修部門」が追加され、医学部と看護学部による連携した医療
人支援の活動を行っております。

部 門 紹 介

医療人育成・支援センター
URL http://www.fmu.ac.jp/home/cmecd/

　医学教育部門は、時代のニーズを踏まえた上で、医学部生が６年
間で十分な知識と基本的技能、プロフェショナルとしての姿勢を身
に着けることができるように、環境整備と教育支援を行っていま
す。特に、現状の課題を抽出してそれに対する施策を立案実践する
ことと、講座・ユニットごとに行われる授業を有機的に結び付ける
ことを、第一の使命と位置づけています。

■教育プログラム支援
　（臨床実習前／後 OSCE、BSL改革、各科横断的授業の企画と

実践）
■環境整備（スキルラボ、模擬患者養成、IT活用の拡大）
■教員への情報提供と支援
　（faculty development ／ workshop 開催、アクティブラーニ

ング授業の導入と支援・学部合同授業企画支援）
■学習支援
　（早期ポリクリ・地域実習・コミュニケーション論等の初年次教

育、BSLにおける医療面接・臨床スキル指導、Team-based 
Learningによる症候論指導）

■高等学校等への広報（出前講義、学校見学対応等）

医学教育部門
　平成26（2014）年に、看護学教育研修部門が設けられました。

　看護学教育研修部門では、地域医療を担う看護師等の確保対策の

ため、県内医療機関等を対象とした看護学部生に対する就職ガイダ

ンスを行っています。

　また、地域医療を担う看護師の資質向上のため、県内の看護職を

対象とした教育研修会を開催します。

　さらに、出前講座や学校見学等により高等学校に対する広報活動

を行うことにより、高校生等に対して看護学を学ぶ動機付けを支援

します。

　これらにより、看護師等が生涯にわたって学ぶことができる環境

整備を行います。

　臨床医学教育研修部門は、卒後教育の充実を主な役割として、下記
事業を通して、地域医療に必要な知識・技術の習得・向上のため、臨
床研修医や指導医等の人材育成を支援しています。
　特に、卒後臨床研修の充実により、県内臨床研修医採用数を増加
させることは、県内の医師確保につながることから、福島で日本
トップクラスの臨床研修を提供し、第一線で働く医師を育てるた
め、県内18臨床研修病院をネットワーク化し、福島医大だけでな
く県全体の臨床研修内容のレベルアップにも努めています。
　平成30年度の４年生からはじまった臨床実習（BSL）の72週化
にあわせ、BSLの内容の改善や評価のIT化を担っています。セン
ター創立10年が過ぎ、卒後臨床教育を見据え、学部の臨床教育へ
活動範囲が拡がってきています。
　さらに新専門医制度による後期研修支援を行っていきます。

臨床医学教育研修部門

看護学教育研修部門

主な事業

■キャリアプランニング
　・就職ガイダンス

　・卒前教育

　・生涯教育

■出前講座
■学校見学

主な事業
■卒後臨床研修・後期研修の充実
■医療・福祉・地域体験プログラムの提供
■各種講習会・セミナー開催による医師生涯教育の支援
■福島県臨床研修病院ネットワークの統括
■福島県地域医療支援センターとの共同事業

福島でしかできない実践的な教育
　災害医療総合学習センターは、災害対応や放射線被ばく医療の知

識を持つエキスパート（医師・看護師）を実践的に育てるため、そ

の教育や研修体制を確立することを主な役割としています。

災害医療総合学習センター

　令和２年４月には「医療手技教育研修開発センター」が設置され

ました。今後、実践的な医療手技の向上に寄与していくことが期待

されております。

医療手技教育研修開発センター

主な事業
■福島県立医科大学臨床応用解剖実習室（F-CAL）の管理運営

■ふくしま医療機器開発支援センター等と連携し、ドライラ
　ボトレーニング、ウェットラボトレーニング、アニマル
　トレーニング研修の支援　等
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クリニカル・スキルラボラトリー＜スキルラボ＞
　当院のスキルラボは、きぼう棟・ベーシック・アドバンス・手術室の 4部屋で構成され、その総面積及び整備されたシミュ
レータの充実度は全国トップクラスです。研修医や看護師、および医学生・看護学生が、実際の医療現場を模した各種の疑似
環境の中で、患者が受ける肉体的・精神的な負担や潜在的な危険（合併症）を学習し、臨床能力や手技の修練に励んでいま
す。福島県内の臨床研修病院で研修する医師の自己学習利用も受け入れています。

ステップ・アップ・セミナー
　研修医に必要なプライマリ・ケアの知識について、幅広い分野から習得していただくため、毎週１回開催しています。
　平成22年度からは、受講者の範囲を広げ、本学医学部生や近隣病院の研修医まで参加対象を拡げています。セミナーは救急
科や総合内科による実習やレクチャーに加え、各診療科が協力して担当しており、バランス良く総合的な研修が可能となって
います。生体の組織を利用した創の縫合、消化管の吻合トレーニングなどのユニークな講習会も実施されています。

【シミュレータの一例】

＜中心静脈カテーテル挿入手技講習会＞

＜シミュレーション外科手術講習会＞

＜実施例＞
・緊急内視鏡（消化管出血・異物誤飲）
・不整脈の心電図
・シーネ固定の実習
・漢方診断所見の取り方
・病歴聴取の方法
・小児の救急対応
・院内発症脳梗塞の治療
・運動器慢性疼痛の治療

助教  日高亜希子 助教  唐　　尊一

助手  諸井　陽子助手  Maham Stanyon

助手  安田　　恵

助手  安井　清孝

助教  青木俊太郎

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

埼玉県立川越高等学校卒業
平成 2 年 福島県立医科大学卒業
平成10年 医学博士取得
臨床専門分野
１）脊椎・脊髄外科学
研究分野　
１）脊髄・神経根障害の基礎的・臨床的研究
２）高齢者の整形外科
３）運動器疾患の疫学的研究
４）転倒・骨折予防センター長　　　　　　

臨床医学教育研修  部門長
（教授）　　　　　　　　  

大谷　晃司

福島県立福島女子高等学校卒業
昭和62年 福島県立医科大学医学部卒業
医学博士
臨床専門分野
１）血液内科学
２）薬理学
３）分子生物学
研究分野　
１）骨髄異形成症候群の病態成立機序解明
２）血球分化に伴う遺伝子発現調節
３）血球機能制御機構とmicroRNA
４）細胞ストレスと造血

医学教育部門長（教授）
亀岡　弥生

スキルラボ・きぼう棟
（きぼう棟４階西）

スキルラボ・ベーシック
（８号館２階）

スキルラボ・アドバンス
（4号館５階）
スキルラボ・手術室
（きぼう棟３階手術室内）

・心音・呼吸音シミュレータ
・多人数教育用聴診システム
・３D内視鏡シミュレータ
・３D触覚機能付き腹腔鏡下手術シミュレータ
・超音波診断ファントム
　（胸部・上腹部病変付モデル・胎児モデル）
・身体診察シミュレータ
・フィジカルアセスメントモデル
・採血・注射シミュレータ
・救急蘇生トレーナー
　（シムマン・メガコードキッドなど）

・高機能患者シミュレータ

126




